平成25年10月2日

事務連絡

日本応用動物昆虫学会　御中
環境省自然環境局野生生物課　　　

外来生物対策室　室長　関根　達郎

外来種被害防止行動計画・侵略的外来種リストに関する

意見聴取について
外来生物対策行政の推進につきまして、平素より格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年９月に閣議決定された「生物多様性国家戦略２０１２－２０２０」において、外来種の計画的な防除等を推進するとともに、各主体における外来種対策に関する行動や自主的な取組を促すために、外来種被害防止行動計画（仮称）（以下「行動計画」という）を策定すること、また、わが国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある侵略的外来種について、侵略的外来種リスト（仮称）（以下「リスト」という）を作成することを国別目標の一つとして挙げています。

　そこで、環境省、農林水産省及び国土交通省では、平成25年度中に行動計画を策定するために、作業を進めております。また、リストについても、環境省及び農林水産省が、同様に作業を進めています。

　作業にあたっては、行動計画とリスト、それぞれについて有識者による会議を設置していますが、動植物と関わりの深い学会に対し、行動計画素案やリスト案についてご意見を伺いたく存じます。各学会でご検討頂き、ご意見がある場合は、下記要領にしたがい、誠に勝手ながら10月31日までに行動計画及びリストの検討業務の請負先である自然環境研究センター　吉村宛までメールまたはFAXにてご回答いただけますようお願い申し上げます。なお、この期間でご回答が難しい場合は、下記連絡先までご相談くださいますようお願い申し上げます。短期間の依頼で誠に恐縮ではございますが、何卒ご協力を賜りたくよろしくお願い申し上げます。
【要　領】
１．外来種被害防止行動計画素案について

　下記の送付物1～4をお読みいただいた上で、ヒアリング事項について、⑤の回答入力フォームにご入力ください。

【送付物】

　　1行動計画作成の目的

　　2行動計画構成案

　　3行動計画素案

　　4行動計画素案への挿入図

　　5回答入力フォーム（行動計画用）
【ヒアリング事項】

　行動計画素案（送付資料3、4）において、修正等が必要と思われる点がございましたら、該当箇所、修正内容案等、及び修正等が必要な理由をご記入ください。
【特にご意見をいただきたいポイント】
・第2章第1節7　情報基盤の構築及び調査研究の推進
第2章では国だけでなく、地方自治体や教育機関、国民などの各主体が外来種対策を実施するための基本的な考え方を記載しております。素案の現状認識や基本的な考え方について、認識が不足している点や抜けている視点などあれば、ご意見いただければ幸いです。

・第2章第2節　　各主体の役割と行動指針

第2章第2節では、各主体に期待される役割と行動指針を記載しています。国の計画として研究者・研究機関・学術団体などの各主体に求める役割や行動指針として記載することで、研究者・研究機関・学術団体の活動を促進できるような事項があれば、ご意見いただければ幸いです。

その他にも、行動計画に関することで、何かお気づきの点等ございましたら、ご意見いただければ幸いです。
２．侵略的外来種リスト（仮称）について
　下記の送付物1～4にお目通しいただいた上で、ヒアリング項目a.～e.について⑤の回答入力フォームにご入力のうえ、ご回答下さい。
＜送付資料について＞

　送付資料の1は、リスト作成にあたって全体の基本方針（植物・動物とも共通）と、作成手順、カテゴリ区分の概念図が示してあります。
また、リスト掲載種を具体的に選定する際の手順及び評価基準の考え方を示したものが2になります。

4のリストは、これらの基本方針等の考え方に沿って既存文献等から一律にリストアップした「検討対象種」（侵略的外来種リストを作成するためのベースとなるもの）のリストとなります。また、4の中で、今後さらに詳細な評価を行うべきものとして「評価対象種」を抽出し、その「評価対象種」から今後「掲載種」を選定する見込みです。各リストでは、「評価対象種」、「その他の検討対象種」（「評価対象種」ではなく、詳細な評価は行わない（掲載種としない）として整理したもの）の順に掲載しています。なお、植物のリストでは冒頭部に、「検討対象種全体」の一覧を示し、「評価対象種」について「○」、「その他の検討対象種」について「-」で示しています。
3は、評価対象種の抽出作業を行う際の具体的な評価方法を、動物・植物に分けて整理したものです。「掲載種」の評価方法もこれと同様ですが、これをさらに精査することで掲載種選定の具体的な評価方法となります。
　【送付物】
　　　1侵略的外来種リスト（仮称）作成の基本方針、作成手順の流れ（フロー図）、カテゴリ区分案

　　　2愛知目標達成のための侵略的外来種リストの掲載種選定手順について
　　　3侵略的外来種リスト（仮称）　動物/植物の掲載種（評価対象種）の選定方法

4侵略的外来種リスト作成のための検討対象種リスト（検討作業中のもの）
　　　　-1植物

　　　　-2動物（哺乳類）

　　　　-3動物（鳥類）

　　　　-4動物（爬虫類）

　　　　-5動物（両生類）

　　　　-6動物（魚類）

　　　　-7動物（昆虫類）

　　　　-8動物（陸生節足動物）

　　　　-9動物（その他無脊椎動物）
5回答入力フォーム
【ヒアリング事項】

a. 検討対象種リスト及び、そこから抽出した評価対象種について、種（亜種･品種含む）としての不足、あるいは不要な種がありましたらご指摘下さい。その際、必ず根拠となる資料等をご提示下さい。
b. リスト作成に係る最新の知見・情報等（分布、被害状況、生態的特徴、利用状況等）がありましたら、ご提供下さい。根拠資料等があればあわせてご提示ください。
c. 牧草や緑化等、産業などで利用されている種については、利用上の留意事項に資するリスク低減のための管理方法について、ご提案下さい。
d. 検討対象種につきまして、有効な防除手法、拡大の防止策、侵入の予防策等、対策の方向性について、情報がありましたら提供願います。

e. その他、評価基準やリストの公表方法等についてご意見がありましらた、ご記入ください。

＜ご連絡先＞　　　　　　　　　　　　　　　
一般財団法人自然環境研究センター　第2研究部

吉村妙子

tyoshimura@jwrc.or.jp
東京都墨田区江東橋3-3-7（〒130-8606）

TEL.03-6659-6332／FAX.03-6659-5633
